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●
資
料
●

優
秀
学
生
顕
彰
事
業

(
)

の
創
設

日
本
学
生
支
援
機
構

一

趣
旨

日
本
学
生
支
援
機
構

(以
下

「機
構
」
と

い
う
。)
で
は
、
勉
学
、

文
化
芸
術
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
及
び
社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て
優

れ
た
業
績
を
あ
げ
た
学
生

・
生
徒

(以
下

「学
生
」
と

い
う
。
)
を

顕
彰
す
る
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

近
年
、
高
等
教
育

へ
の
進
学
率
の
向
上
に
伴
い
学
生
も
多
様
化
し
、

中
に
は
無
気
力
な
者
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

多
く
の
学
生
は
真
面
目
に
堅
実
に
学
業
そ
の
他
の
活
動
に
打
ち
込
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
顕
彰
事
業
は
、
こ
う
し
た
多
く
の
学
生
の
中
で
特

に
優
れ
た
者
を
顕
彰
し
て
他
の
学
生
の
模
範
と
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

こ
う
し
た
優
れ
た
学
生
を
顕
彰
し
励
ま
す
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の

学
生
に

「が
ん
ば
ろ
う
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
現
代
は
豊
か
な
社
会
に
な
り
、
そ
れ
ほ
ど
が
ん
ば
ら
な

く
て
も
食
べ
て
い
け
る
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ

ー
ト
の
増
加
な
ど
の
背
景
に
は
こ
う
し
た
事
情

も
あ
る
の
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
長

い
人
生
を
過
ご
す
の
に
、
食

べ
て
い
け
る
だ
け
で

満
足
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な
形
で
社
会
に
貢
献
し
て
、

自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学
生

時
代
は
そ
の
た
め
の
準
備
を
す
る
た
め
に
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
で

し
ょ
う
。
そ
の
期
間
に
が
ん
ば

っ
た
人
に
エ
ー

ル
を
送
る
の
が
こ
の

顕
彰
事
業
で
す
。

二

事
業
の
概
要

(
一
)
対
象
者

①
学
校
種
と
学
年

対
象
と
な
る
学
校
種
は
高
等
教
育
機
関
で
す
。
学
年
は
、

一
定
の

学
業
そ

の
他

の
活
動
の
実
績
を
見
る
た
め
、
概
ね
在
学
期
間
の
後
半

期
間
に
在
学
す
る
者
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は

大
学
学
部
¨
第
三
学
年
以
上

短
期
大
学
¨
第
二
学
年
以
上

高
等
専
門
学
校
¨
第
五
学
年
以
上

専
修
学
校
専
門
課
程

"
第
二
学
年
以
上

と
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
大
学
院
生
に
つ
い
て
は
、
機
構
の
第

一
種

奨
学
金

の
貸
与
者
で
特
に
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
者
に
対
す
る
返
還

免
除
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
顕
彰
事
業
の
対

象
と
し
て
い
ま
せ
ん
。

②
推
薦
基
準

対
象
と
な
る
者
は
、
機
構
の
目
的
を
踏
ま
え
、
機
構
の
奨
学
生
ま

た
は
第
二
種
奨
学
金
の
推
薦
基
準
を
満
た
す
程
度
の
学
生
と
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
、
第
二
種
奨
学
金
の
推
薦
基
準
に
お
け
る
家
計
基

準
は
、
四
人
家
族
の
給
与
所
得
の
上
限
の
目
安
が

一
二
〇
〇
～

一
三

〇
〇
万
円
程
度
と
な

っ
て
い
ま
す
。
(家
族
構

成
そ
の
他
の
事
由
に

よ
り
若
干
異
な
り
ま
す
。)

(
二
)
申
請
区
分

学
生
の
業
績
と
し
て
次
の
三
つ
の
区
分
を
設
定
し
て
い
ま
す
。

A

専
攻
分
野
で
高
い
業
績
を
あ
げ
た
学
生
が
対
象
で
す
。
客
観
的

な
評
価
が
で
き
る
よ
う
、
国
際
学
会
や
全
国
規
模
の
学
会
に
お
け

る
発
表
、
国
際
的
学
術
誌
や
そ
れ
に
匹
敵
す
る
国
内
の
学
術
誌

へ

の
掲
載
を
条
件
と
し
ま
す
。
学
術
誌
に
つ
い
て
は
、
査
読

つ
き
の

も
の
を
対
象
と
し
ま
す
。
学
内
者
を
対
象
と
す
る
年
報
や
紀
要
な

ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

B

芸
術

・
文
化
の
国
際
的
コ
ン
ク
ー
ル
や
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
パ
ラ

リ
ン
ピ

ッ
ク
等
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー

ツ
競
技
会
で
優
秀
な
成
績
を

収
め
た
学
生
が
対
象
で
す
。
具
体
的
に
は
、
入
賞
者
が
対
象
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
日
本
を
代
表
す
る
全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
や
国
体
等

の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
で
優
勝
す
る
な
ど
の
最
高
位
又
は
準
優
勝
な

ど
最
高
位
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
学
生
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
団
体
競
技
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
績
を
収
め
る
に
あ
た

っ
て
リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
果
た
し
、
最
も
貢
献
し
た
学
生
と
し
ま

す
。
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C

専
攻
分
野
の
学
業
成
績
が
所
属
す
る
学
科
等
で
上
位
二
〇
%
以

内
の
者
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
貢
献
活
動
に
お
い
て

顕
著
な
功
績
を
残
し
た
も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
上
位
二
〇
%

の
確
認
は
学
校
の
長
に
行

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ア

学
生
の
自
発
的
意
志
に
基
づ
く
も
の
、
イ

継
続
的
に
行
わ

れ
る
も
の
を
対
象
に
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
功
績
が
社
会
的
に

も
高

い
評
価
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
要
求
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
行
政
や
公
的
機
関
か
ら
表
彰
を
受
け
た
者
、

一
般
の
人
々

の
目
に
触
れ
る
新
聞

・
雑
誌
等
に
紹
介
さ
れ
社
会
的
に
大
き
な

反
響
が
あ

っ
た
も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
活
動
が
独
創
的
で

先
導
的
な
も
の
で
、
新
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
形
態
を
切

り
開
く
よ
う
な
よ
う
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選

考

に
当
た
っ
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社
会
貢
献
活
動
が
、

そ
の
学
生
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
か
と

い

っ
た
観
点
も
重
視
し
ま
す
。

(三
)
申
請

・
推
薦
手
続
き

個
々
の
学
生
は
所
属
す
る
学
校
に
申
請
を
し
、
学
校
の
長
が
推
薦

基
準
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
機
構
に
推
薦
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
機
構
か
ら
学
校
に
対
す
る
募
集
案
内
は
、
六
月
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
学
校
か
ら
機
構

へ
の
推
薦
は
八
月
末
に

締
め
切
る
予
定
で
す
。
な
お
、
学
生
が
学
校
の
長
あ
て
に
申
請
す
る

期
限
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
が
事
務
の
都
合
を
勘
案
し
て
個
々
に
決

め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
推
薦
に
当
た
っ
て
は
、
掲
載
論
文
、
学
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

及
び
表
彰
状
等

の
写
し
、
演
奏
の
テ
ー
プ

・
C
D
、
紹
介
さ
れ
た
新

聞
、
雑
誌
の
記
事

の
コ
ピ
ー
等
、
功
績
を
客
観
的
に
判
断
で
き
る
も

の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

(四
)
顕
彰
を
受
け
る
学
生
の
決
定

・
顕
彰
式
等

顕
彰
を
受
け
る
学
生
は
、
学
術
、
文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
社
会

貢
献
の
各
分
野
の
専
門
家
等
か
ら
な
る
委
員
会

で
候
補
者
を
選
考
し

て
い
た
だ
き
、
機
構
の
理
事
長
が
決
定
し
ま
す
。

顕
彰
式
は

三

月
末
か
ら

一
二
月
初
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

(五
)
そ
の
他

被
顕
彰
者
に
は
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。
大
賞
は
、
五
〇
万
円
、

優
秀
賞
は
三
〇
万
円
、
奨
励
賞
は
五
～
二
〇
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
取
得
し
た
情
報
の
う
ち
住

所
、
電
話
番
号
等
は
公
表
し
ま
せ
ん
が
、
顔
写
真
、
所
属
、
活
動

歴

・
内
容
、
将
来
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
な
ど
は
奨
励
の
た
め
機
構
の

機
関
誌
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
。

独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構

(J
A
S
S
O
)

平
成

一
七
年
度
優
秀
学
生
顕
彰
事
業

募
集
要
項

独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構

(以
下

「機
構
」
と
い
う
。)

は
、
平
成

一
七
年
度
の
優
秀
学
生
顕
彰
事
業
に
よ
る
顕
彰
の
対
象
と

な
る
学
生
及
び
生
徒
を
、
次
の
と
お
り
募
集
す
る
。

}

目
的

こ
の
事
業
は
、

一
般
の
寄
附
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
を
財
源

に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
に
困
難
が
あ
り
つ
つ
も
優
れ
た
業
績

を
挙
げ
た
学
生
及
び
生
徒
を
顕
彰
し
、
勉
学
並
び
に
文
化
芸
術
活
動
、

ス
ポ
ー

ツ
活
動
及
び
社
会
貢
献
活
動
の

一
層
の
促
進
を
奨
励

・
援
助

し
、
も

っ
て
ニ
一
世
紀
を
担
う
前
途
有
望
な
人
材
の
育
成
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二

資
格
と
条
件

こ
の
制
度
に
よ
る
顕
彰
の
対
象
候
補
者
は
、
我
が
国
の
大
学

(学

部
に
限
る
。
以
下
同
じ
。)
の
第
三
学
年
以
上
、
短
期
大
学
の
第
二

学
年
以
上
、
高
等
専
門
学
校
の
第
五
学
年
以
上
、
専
修
学
校
専
門
課

程
第
二
学
年
以
上

(以
下

「大
学
等
」
と

い
う
。
)
に
在
籍
し
、
機

構
の
奨
学
金
を
受
給
し
て
い
る
者
等

(旧
日
本
育
英
会
で
採
用
さ
れ

た
者
、
及
び
各
大
学
等
に
お
い
て
機
構
の
第
二
種
奨
学
金
の
推
薦
基

準
を
満
た
し
て
い
る
と
認
め
る
者
を
含
む
。
)
で
、
在
学
中
の
業
績

に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
A
B
C
の
い
ず
れ
か

の
条
件
に
該
当
す
る

学
生
及
び
生
徒
と
す
る
。

A

専
攻
分
野
の
学
業
で
極
め
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
で
、
国

際
的
又
は
全
国
的
規
模
の
学
会
等
で
の
発
表

や
国
際
的
又
は
全
国

的
規
模
の
学
術
誌
へ
の
掲
載
等
す
ぐ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
る
者

B

文
化

・
芸
術
の
国
際
的
コ
ン
ク
ー
ル
、
又
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
そ

の
他
の
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
等
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

者
文
化

・
芸
術
の
日
本
を
代
表
す
る
全
国
的
規
模
の
コ
ン
ク
ー
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ル
、
又
は
国
民
体
育
大
会
等
の
全
国
的
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
等
で
最

高
位
も
し
く
は
こ
れ
に
準
ず
る
成
績
を
収
め
た
者

な
お
、
団
体
競
技
に
お
い
て
は
、
そ
の
成
績
を
収
め
る
に
あ
た

っ
て
最
も
貢
献
し
た
者

ま
た
、
専
攻
分
野
と
の
関
係
は
問
わ
な
い
。

C

専
攻
分
野
の
学
業
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者

(学
業
成
績
が

本
人

の
属
す
る
学
部

(科
)
の
上
位
五
分
の

一

(二
〇
%
)
以
内

の
者
)
で
、
学
生
本
人
の
自
発
的
意
志
に
基
づ
き
行
わ
れ
た
計
画

的

・
継
続
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等

の
社
会
貢
献
活
動

(活
動

内
容
が
特
定
の
政
治
、
宗
教
、
営
利
の
目
的
に
偏

っ
て
い
る
も
の

は
除
外
す
る
。)
が
顕
著
な
成
果
を
残
し
、
行
政
や
民
間
の
公
益

団
体
等
公
的
な
機
関
か
ら
表
彰
を
受
け
社
会
的
に
特
に
高

い
評
価

を
得
た
者
、
又
は
新
聞
雑
誌
等
に
掲
載
さ
れ
社
会
的
に
特
に
高
い

評
価
を
得
た
者
、
或

い
は
こ
れ
ら
に
準
じ
た
功
績
等
で
同
等
の
評

価
が
で
き
る
と
学
校
の
長
が
認
め
た
者

三

顕
彰
人
数
と
奨
励
金

(
一
)
大

賞
¨

A
、
B
、
C

各

一
名
程
度

(B
に
つ
い
て
は
文

化

・
芸
術
関
連
で

一
名
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
で

一
名
)、

奨
励
金
五
〇
万
円

(二
)
優
秀
賞
¨

A
、
B
、
C

各
五
名
程
度

(B
に
つ
い
て
は
文

化

・
芸
術
関
連
で
五
名
、
ス
ポ

ー
ツ
関
連
で
五
名
)、

奨
励
金
三
〇
万
円

(三
)
奨
励
賞

"
予
算
の
範
囲
内
に
お

い
て
、
人
数
、
奨
励
金

(五

万
円
～
二
〇
万
円
)
を
決
定
す

る
。

四

申
請

申
請
は
、
在
籍
大
学
等
の
長
が
行
う
こ
と
と
し
、
大
学
等
の
長
は
、

候
補
者
が
前
記

「資
格
と
条
件
」
に
合
致
す
る
か
否
か
を
審
査
の
上
、

以
下
の
書
類
に
よ
り
機
構
理
事
長
に
推
薦
す
る
も
の
と
す
る
。

な
お
、
申
請
書
は
申
請
者
本
人
が
記
入
す
る
も
の
と
す
る
。

(
一
)
日
本
学
生
支
援
機
構

優
秀
学
生
顕
彰
事
業

推
薦
書

(別

紙
様
式
1
)

(二
)
日
本
学
生
支
援
機
構

優
秀
学
生
顕
彰
事
業

申
請
書

(別

紙
様
式
2
)

(三
)
申
請
書
の

一
四
、

一
五
、

一
六
の
い
ず
れ
か
の
項
目

へ
の
記

載
事
項
を
証
明
す
る
関
係
書
類

五

被
顕
彰
者
の
決
定
及
び
通
知

被
顕
彰
者
は
、
候
補
者
の
実
績
、
将
来
性
な
ど
の
観
点
か
ら
な
さ

れ
る
選
考
委
員
会
の
厳
正
な
審
査
を
経
て
決
定
し
、
推
薦
の
あ

っ
た

大
学
等

の
長
に
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
、
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
公
表
す
る
。

な
お
、
面
接
試
験
を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
面
接
会

場
ま
で
の
往
復
旅
費
は
機
構
が
負
担
す
る
。

六

顕
彰
の
方
法
等

機
構
理
事
長
は
、
入
賞
者
に
表
彰
状
及
び
奨
励
金
を
授
与
す
る
も

の
と
す
る
。
な
お
、
機
構
理
事
長
は
、
表
彰
状
及
び
奨
励
金
の
授
与

を
顕
彰
者
の
在
籍
す
る
大
学
等
を
通
じ
て
行
う
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
二

資
格
と
条
件
で
規
定
す
る
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
多
額
の

賞
金
を
得
た
者
に
つ
い
て
は
、
奨
励
金
は
授
与
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

七

締
切

関
係
書
類

の
提
出
期
限
は
平
成

一
七
年
八
月
三

一
日

(水
)
(消

印
有
効
)
と
す
る
。

八

関
係
書
類
の
送
付
先
及
び
照
会
先

〒

一
六
二

-
八
四

一
二

東
京
都
新
宿
区
市
谷
本
村
町

一
〇

-
七

独
立
行
政
法
人

日
本
学
生
支
援
機
構

政
策
企
画
部

広
報
課

電

話
¨

〇
三

-
三
二
六
九

-
四
二
六

一

(大
代
表
)

F
A
X
¨
〇
三

-
三
二
六
九

-
〇
七
五
〇

(注
)
書
類
提
出
の
際
は
、
封
筒
の
表
に
内
容
物
を
朱
書
き
す
る
こ

と
。

例
¨
優
秀
学
生
顕
彰
事
業
申
請
書
等
在
中

記
入

い
た
だ

い
た
情
報

(「顔
写
真
」
を
含
む

)
は
、
本
事
業
の

選
考
と
顕
彰
に
の
み
利
用
し
ま
す
。
そ
の
他
の
目
的
に
は
利
用
さ
れ

ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
被
顕
彰
者
に
つ
い
て
は
、
顔
写
真
と
申
請
書
の
記
載
内

容

(住
所
、
電
話
番
号
、
F
A
X
番
号
、

ア
ド
レ
ス
、
機
構

奨
学
金
の
受
給
期
間
及
び
奨
学
生
番
号
を
除
く
)
を
機
構
の
機
関
誌

等
に
掲
載
す
る
な
ど
、
本
事
業
の
広
報
に
使
用
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。

詳
細
は
本
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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平
成

一
七
年
度
優
秀
学
生
顕
彰
事
業

募
集
要
項
に
関
す
る
F
A
Q

Q
1

「資
格
と
条
件
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
大
学
院
生
は
対
象
で
な

い
の
で
す
か
。

A
1

大
学
院
生
に
は
、
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
貸
与
を
受

け
た
学
生
に
つ
い
て
、
優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
大
学
院
生
を
対

象

と
し
た
卒
業
時

の
返
還
免
除
制
度
が
導
入
さ
れ
た
た
め
で

す
。

Q
2

外
国
人
留
学
生
は
対
象
に
な
り
ま
す
か
。

A
2

こ
の
事
業
は
、
外
国
人
留
学
生
は
対
象
と
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
本
機
構
で
は
、
私
費
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
は
私

費
外
国
人
留
学
生
等
学
習
奨
励
費
と
い
う
奨
学
金
給
付
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

Q
3

現
在
、
休
学
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
で
き
ま
す
か
。

A
3

「資
格
と
条
件
」
に
合
致
し
、
大
学
等
で
、
推
薦
に
値
す
る
と

判
断
す
る
な
ら
申
請
で
き
ま
す
。

Q
4

現
在
、専
攻
科
に
属
し
て
い
る
の
で
す
が
申
請
で
き
ま
す
か
。

A
4

申
請
で
き
ま
す
。

Q
5

「資
格
と
条
件
」
の

「第

二
種
奨
学
金
の
推
薦
基
準
」
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

A
5

学
力
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

①
高
等
学
校
等
に
お
け
る
成
績
が
平
均
水
準
以
上
の
者

②
特
定
の
分
野
に
お
い
て
、
特
に
優
れ
た
資
質
能
力
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
者

③
学
修
に
意
欲
が
あ
り
、
学
業
を
確
実
に
修

了
で
き
る
見
込
み
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

年
収

・
所
得
の
上
限
額
に
つ
い
て
は

(四
人
世
帯
の
目
安
)

国
公
立
大
学
の
大
学
生
の
給
与
世
帯

一
、
二
九

一
万
円
程
度
、

私
立
大
学

一
、
三
四
二
万
円
程
度
、
国
公
立
大
学
の
大
学
生
の

給
与
所
得
以
外
の
世
帯
七
五
六
万
円
程
度
、
私
立
大
学
の
大
学

生

の
給
与
所
得
以
外
の
世
帯
、
八
〇
七
万
円
な
ど
と
な

っ
て
い

ま
す
。

他
の
学
校
区
分
を
含
め
て
、
詳
細
は
本
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

下
段
の

「奨
学
金
ガ
イ
ド
2
0
0
5
」)

Q
6

「資
格
と
条
件
」
の
A
に
あ
る
、
学
術
誌
は
、
学
校
の
年
報
、

紀
要
及
び
学
内
誌
も
認
め
ら
れ
ま
す
か
。

A
6

全
国
的
規
模
で
、
原
則
と
し
て
査
読
つ
き
の
学
術
誌
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
寄
稿
者
が
当
該
学
校
の
教
職
員
、

学
生
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

Q
7

「資
格
と
条
件
」
の
B
に
つ
い
て
、
合
致
す
る
か
ど
う
か
判

断
で
き
な
い
コ
ン
ク
ー
ル
や
、
全
国
的
規
模
か
ど
う
か
迷
う
大

会
が
あ
る
の
で
す
が
、
ど
う
す
れ
ば

い
い
で
し
ょ
う
か
。

A
7

本
機
構
あ
て
に
、
原
則
と
し
て
学
校
を
通
じ
て
、
F
A
X

(〇
三

⊥
二
二
六
九

-
〇
七
五
〇
)
か
、
電
子
メ
ー
ル

(
.

)
で
照
会
し
て
く
だ
さ
い
。

Q
8

「資
格
と
条
件
」
の
B
に
あ
る

「国
際

コ
ン
ク
ー
ル
…
…
等

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
者
」
の

「優
秀
」
は
、
ど
の
程
度
の

レ
ベ
ル
を
指
し
ま
す
か
。

A
8

入
賞

(入
選
)
レ
ベ
ル
ま
で
は
推
薦
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

Q
9

「
資
格
と
条
件
」
の
B
の

「
国
際
的
な

ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
」

に
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
や
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
も

該
当
し
ま
す
か
。

A
9

該
当
し
ま
す
。

Q
10

「資
格
と
条
件
」
の
C
の
社
会
貢
献
活
動

で
顕
著
な
成
果
を

残
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
「成
績
が
学
部

(短
大
は
学
科
)
の

上
位
五
分
の

一
以
内
の
者
」
が
条
件
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
本

校
は
、
G
P
A
制
度
を
取
り
入
れ
て
い
ま

せ
ん
。
「上
位
五
分

の

一
」
か
ど
う
か
は
ど
の
よ
う
に
判
定
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う

か
。

A
10

正
確
な
判
定
は
困
難
で
も
、
お
お
よ
そ
上
位
五
分
の

一
に
は

い
っ
て
い
る
と
学
校
が
判
断
す
れ
ば
そ
れ
で
結
構
で
す
。
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Q
11

「資
格
と
条
件
」
の
C
に
あ
る
、
「新
聞
雑
誌
等
」
の
種
類
に

つ
い
て
、
地
方
紙
も
可
で
す
か
。

A
11

地
方
紙
も
含
め
て
、

一
般
の
人
が
誰
も
が
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
新
聞
等
は
可
と
し
ま
す
が
、
学
内

の
新
聞
や
学
内
機
関

紙
は
不
可
と
し
ま
す
。

Q
12

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
社
会
貢
献
活
動
の
成
果
に
優
劣
を
つ
け

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
12

学
生
の
自
主
的
な
活
動
で
、
新
し
い
形
態
を
切
り
開
く
な
ど
、

そ

の
先
導
性
、
独
創
性
な
ど
に
着
目
し
て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、

社
会
貢
献
活
動
の
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
申
請
書
に
記
載
い
た

だ

い
た

「そ
の
活
動
を
今
後
の
人
生
や
学
業
に
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
き
た
い
か
の
将
来
構
想
」
に
も
重
点
を
お
い
て
審
査

し
ま
す
。

Q
13

受
賞
し
た
場
合
、
奨
励
金
は
、
ど
の
よ
う
に
給
付
さ
れ
ま
す

か
。

A
13

銀
行
振
込
い
た
し
ま
す
。
日
本
学
生
支
援
機
構
奨
学
金
の
受

給
者

(以
下

「奨
学
生
」
と
い
う
。)
で
あ
れ
ば
本
機
構
に
登

録
し
て
あ
る
口
座
を
利
用
し
ま
す
。
奨
学
生
以
外

の
方
は
、
受

賞
決
定
通
知
後
に
お
知
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Q
14

本
制
度
に
申
請
す
れ
ば
、全
員
受
賞
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
14

な
る
べ
く
多
く
の
方
、
二
〇
〇
名
程
度
を
顕
彰
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
が
、
予
算
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
選
考
委
員
会

で
審
査
基
準
に
の
っ
と
り
厳
正
に
選
考
い
た
し
ま
す
。
申
請
者

全
員
を
顕
彰
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Q
15

本
制
度
は
今
後
も
実
施
し
ま
す
か
。

A
15

今
後
も
毎
年
度
実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
寄
附
金
を
財
源
と

す
る
事
業
の
た
め
、
規
模
は
変
動
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
度
か
ら
寄
附
金
募
集
の
広
報
を
積
極
的
に
行

っ

て
お
り
ま
す
。

何
か
ご
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
質
問
が
多
か

っ
た
事
項
に
つ
い
て
は
、
適
宜
、
本
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
回
答
と
と
も
に
掲
載

い
た
し
ま
す
。

◆
障
害
学
生
の
修
学
支
援

◆

第
三
回

研
究
の
分
類

筑
波
技
術
短
期
大
学
助
教
授

石
田
久
之

今
回
は
、

い
わ

ゆ
る

ソ
フ
ト
面

の
お
話
を

い
た
し
ま
す
。
実

は
修
学
支

援
と

い
い
ま
す
と
、

こ
こ
か
ら
先

の
内
容
に
関
し

て
問
題
を
抱
え

る
こ
と

が
極
め

て
多

い
と
思

い
ま
す
。

そ

の
理
由
は
、
建
物

や
大
規
模

な
設
備
に

つ
い
て
は
、
改
修

や
設
置
の
必
要
性
は
理
解

で
き

て
も
す
ぐ

に
事

が
成
る

と

い
う

の
は
な

か
な
か
難
し
く
、
そ
う
な
る
と
、
な

お
さ
ら
、
手

の
届
き

そ
う
な
所

で
、
何

と
か
目

の
前
に

い
る
障
害
学
生

に
学
習

し
や
す

い
、
生

活

し
や
す

い
環
境
を

と
考
え
、
そ

の
た
め

に
解
決
す

べ
き

課
題
が
山
積
み

に
な

る
、
と

い
う

こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

情
報
公
開
と
相
互
利
用

さ

て
、
施
設

・
設
備
以
外

の
学
習

・
生
活
に
係
わ

る
内
容

で
す

が
、
や

は
り
何
と
言

っ
て
も
、
学

習
保
障

が
大
き

な
領
域
を
占
め
ま
す
。

こ
の
領

域
は
、
教
授
法

・
授
業
方
法
と

い
う

分
野
に
入
る
と
思

い
ま
す
が
、
以
前

は
大
学

に
障
害
者
が
入
学
す

る
と

い
う
考
え

は

一
般
的

で
は
な
く
、
教
育

方
法

の
研
究
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま

せ
ん

(勿
論
、
入
学
者
が
皆
無
と

い
う

こ
と

で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
)
。
私

が
大
学

に
入

っ
た

の
は

昭
和
四
七
年

で

す
が
、

そ

の
頃
、

「特
殊

教
育
」
と

い
う
名
称

の
障
害
児

・
者

へ
の
教
育

は
、
初
等

・
中
等
段
階
ま

で
が
主
で
し
た
。
そ

の
後

、
次
第

に
障
害
者

の

大
学

へ
の
入
学
が
増
え

て
き
ま
し
た
が
、
修
学
支
援

に
つ
い
て
の
研
究
は
、

現
在

で
も

あ
ま
り
多

い
と
は
言
え

ま
せ
ん
。

と
は
言
う
も

の
の
、
私
も
研

究
者

の
端
く
れ

で
す

の
で
、
研

究
論

文
か

ら
見
る
こ
と

に
し
ま
す
。

こ
の
領
域

の
特
徴
と
し

て
、
学
会
誌

へ
の
投
稿

よ
り
も

、
大
学

の
紀

要
な
ど
で

の
報
告

が
多

い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
ん
と
な
く
学
問
領
域
と

は
考
え

に
く

い
こ
と
、
執
筆
者

の
所

属
す

る
そ

れ
ぞ
れ

の
大
学

で
の
個
別

の
問
題

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ

や
解
決
方
法

の
模
索

が
課
題
と
な

っ
て
い
る
か

ら
だ

と
思

い
ま
す
。
し
か

し
、
実
際

は
同
じ
よ

う
な
問
題

で
悩
み
、
ま
た

、
他

大
学

の
状
況
が
少
な

か
ら
ず
当

て
は
ま
る

と
言
う

こ
と
も
稀

で
は
な

い
わ
け

で
し

て
、
大
学
間

の
情
報

の
公
開

・
相

互
利
用
は
、

こ
の
分

野
で
も

と
て
も
大
切
だ
と
思

い
ま
す

。
勿
論
、
個
人

情
報

の
保
護
は
言
う

ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

主
と
し
て
身
体
障
害
学
生

へ
の
支
援

国
立
国
会

図
書
館
蔵
書

検
索

シ

ス
テ
ム
と

い
う

も

の
が
あ
り
ま
す

が
、

こ
れ
で

「
障
害
学
生
」
、

「支
援
」
な
ど
を

キ
ー

ワ
ー
ド
と
し

て
論
文
を

探

す
と

、
少

な
く
な

い
数

の
リ
ス
ト
が
表

示
さ
れ
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
で
喜

ん
で
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

い
く

つ
か
を

除
外
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら

で
す
。
例
え
ば

、
「
摂
食
障

害
」
関
連

の
論
文

が
あ
り
ま
す

。
保
健
管

理

セ

ン
タ
ー
や
学
生
相
談
担
当

の
方

の
著
作
だ
と
思

い
ま
す

が
、
本
稿

で
述




